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「
艱
難
、
汝
を
玉
に
す
」 

苦
労
を
経
験
す
る
こ
と
で
立
派
に
成
長
す
る 

中
国
の
古
い
言
葉
に
『
艱
難

か
ん
な
ん

、
汝

な
ん
じ

を
玉た

ま

に
す
』
が
あ
り
ま
す
。 

人
間
は
苦
労
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
立
派
に
成
長
す
る
と
い

う
意
味
で
す
。『
進
化
論
』
の
中
で
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
植
物
を
多
少

い
じ
め
な
い
と
、
花
も
咲
か
な
い
し
、
実
も
成
ら
な
い
、
と
記

述
し
て
い
ま
す
。 

梅
は
寒
け
れ
ば
寒
い
ほ
ど
美
し
い
花
を
咲
か
せ
、
反
対
に
暖

冬
の
時
は
花
が
咲
か
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。
ま
た
、

ゾ
ウ
リ
ム
シ
な
ど
の
原
生
動
物
は
、
平
和
な
環
境
だ
と
分
裂
生

殖
が
な
く
な
り
、
死
滅
し
て
し
ま
い
、
ま
た
、
汽
車
な
ど
に
乗

せ
て
揺
さ
ぶ
っ
て
や
る
と
復
活
し
て
今
度
は
元
気
に
生
殖
を
す

る
そ
う
で
す
。 

江
戸
後
期
の
禅
僧
、
歌
人
、
書
家
の
良
寛
さ
ん
は
越
後
出
雲
崎

い

づ

も
ざ

き

の
生
ま
れ
。
厳
し
い
十
数
年
の
修
行
後
、
四
十
七
歳
の
時
に
越

後
国く

に

上
山

が
み
や
ま

の
五
合

ご

ご

う

庵あ
ん

に
入
ら
れ
、
生
涯
、
寺
を
持
た
ず
に
托
鉢

を
し
て
歩
い
た
お
方
で
す
。
質
素
な
暮
ら
し
を
さ
れ
、
書
を
愛

し
、
自
在
純
真
な
歌
を
残
し
ま
し
た
。 

良
寛
さ
ん
は
『
災
難
が
あ
っ
た
ら
、
災
難
に
堂
々
と
遭
い
な

さ
い
』、
そ
れ
が
災
難
を
逃
れ
る
方
法
で
あ
る
、
と
言
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。
当
た
り
前
の
よ
う
で
す
が
、
良
く
考
え
て
み
ま
す
と
、

逃
げ
よ
う
が
な
い
困
難
の
時
に
は
立
ち
向
か
っ
て
い
く
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
心
構
え
し
て
、
腹
を
く
く
っ
て
、『
ど
ー
ん
と
来

い
！
』
こ
の
気
持
ち
が
大
事
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。 

何
か
起
こ
る
の
で
は
と
、
お
ど
お
ど
し
て
逃
げ
惑
う
の
で
は

な
く
、
現
在
の
状
況
で
『
何
を
し
た
ら
い
い
か
』
を
的
確
に
判

断
す
る
こ
と
が
先
決
。
と
っ
さ
の
正
し
い
判
断
力
が
重
大
で
あ

り
、
災
難
回
避
の
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

 

「
和
尚
の
ち
ょ
っ
と
い
い
話
」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

三
明
寺 

住
職 

大
嶽
正
泰 

合
掌 
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昨年の鏡もち作りの子供たち 
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【
檀
信
徒
行
事
予
定
】 

十
二
月 

○
芹
沢
家
十
三
回
忌 

 
 
 
 
 

2
日 

15
時 

○
一
杉
家
十
三
回
忌 

 
 
 
 
 

4
日 

12
時 

○
安
岡
家
開
眼
・
埋
葬 

 
 
 
 

7
日 

10
時 

○
道
了
講 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

8
日 

10
時 

○
園
田
家
廿
三
回
忌 

 
 
 
 
 

11
日 

10
時 

○
大
谷
家
十
三
回
忌  

 
 
  

 
 

11
日 

11
時 

 

○
加
藤
家
四
十
九
日 

 
 
 
 
 

17
日 

11
時 

○
泉
家
三
回
忌 

 
 
 
 
 
 
 

17
日 

14
時 

○
荻
津
家
十
三
回
忌 

 
 
 
 
 

18
日 

11
時 

○
餅
つ
き･

忘
年
会 

 
 
 
 
 
 

23
日 

 

9
時 

○
前
嶋
家
七
七
日 

 
 
 
 
 
 

25
日 
11
時 

○
砂
山
家
七
七
日 

 
 
 
 
 
 

30
日 
11
時 

○
除
夜
の
鐘
、
年
越
し
そ
ば 

 
 

31
日 

11
時 

 

一
月 

○
新
年
祈
祷 

 
 
 
 

1･

2･

3
日 

○
年
頭
挨
拶
巡
り 

 
 

2･

3･

4
日 

○
道
了
講 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

6
日 

10
時 

○
は
し
ご
の
り
開
運
祈
願 

 
 
 

6
日 

11
時 

○
林
家
一
周
忌 

 
 
 
 
 
 
 

11
日 

11
時 

○
節
分
会
大
祈
祷 

 
 
 
 
 
 

29
日 

14
時 

 

【
住
職･

寺
族
行
持
予
定
】 

十
二
月 

 

○
梅
花
検
定
会
（
大
泉
寺
） 

 
 

9
日 

9
時 

○
沼
津
仏
教
会
托
鉢
（
妙
覚
寺
） 

23
日 

13
時 

○
六
教
区
托
鉢 

 
 
 
 
 
 
 

24
日 

13
時 

 

一
月 

○
成
人
式(

門
池
中
体
育
館) 

 
 

9
日 

9
時
30 

  

【
三
明
寺
文
化
倶
楽
部
行
事
予
定
】 

 

一
月 

 

○
土･

日
曜
日
坐
禅
会 

 
 
 
 

6
時  

○
月
例
坐
禅
会 

 
 

８
日 

19
時
30 

○
写
経
会 

 
 
 
 
 

17
日 

13
時 

○
御
詠
歌(

寺
族) 

 
 
 

6･

23
日 

11
時 

※
保
護
司
山
本
芙
美
子
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
写
経
会
を 

始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
御
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

【
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
】 

 

□
か
ぬ
き
霊
園
の
駐
車
場
完
成 

従
来
の
駐
車
場
に
加
え
て
、
新
し
く
駐
車
場
を
東
側
に
整 

備
し
ま
し
た
。
今
ま
で
以
上
に
駐
車
が
便
利
に
な
り
ま
し
た
。 

□
三
明
寺
別
館
を
研
修
所
に
開
設 

文
化
ク
ラ
ブ
の
研
修
会
、
展
示
会
と
し
て
ご
利
用
下
さ
い
。 

□
三
明
寺
裏
、
門
池
公
園
整
備
事
業
工
事
始
ま
る 

三
明
寺
裏
の
多
目
的
広
場
が
駐
車
場
を
含
め
、
平
成
二
十
五

年
完
成
で
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
門
池
地
区

セ
ン
タ
ー
も
並
行
し
て
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。 

□
中
国
禅
宗
の
祖
席
参
拝
旅
行 

 

ダ
ル
マ
大
師
よ
り
脈
々
と
し
て
伝
わ
っ
た
五
祖
様
ま
で
巡
拝

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

中
国
仏
教
は
共
産
主
義
で
あ
り
ま
す
が
大
変
活
況
を
呈
し
て

い
ま
す
。
文
化
大
革
命
で
破
壊
さ
れ
た
寺
院
が
次
々
に
復
興

建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
宗
教
的
パ
ワ
ー
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。 

□
弟
子
の
堀
井
雅
志
座
元
が
大
雄
山
最
乗
寺
修
行
お
わ
る 

半
年
の
修
行
を
終
え
無
事
帰
山
し
ま
し
た
。
三
明
寺
の
法
務
、

作
務
、
坐
禅
、
祈
祷
等
執
事
し
て
い
ま
す
。 

【
編 

集 

後 

記
】 

 

○
正
月
号
と
併
せ
て
今
回
送
付
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
尚
、 

 

「
ク
シ
テ
ｲ
ガ
ル
バ
」
の
名
前
を
解
り
や
す
い
「
や
す
ら
ぎ

通
信
」
に
変
更
し
ま
し
た
。
内
容
は
変
更
し
ま
せ
ん
の
で
御

愛
読
下
さ
い
。 

 
 

 

○
家
族
の
近
況
は
長
男
が
愛
知
学
院
大
学
文
学
部
宗
教
文
化
学

科
三
年
生
。
二
男
が
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
入
学
決
定
。
三
男

が
高
校
受
験
中
。
四
男
が
来
期
中
学
三
年
生
と
な
り
ま
す
。 

小
生
も
六
十
六
歳
に
な
り
年
金
を
頂
き
一
年
経
ち
ま
し
た 

来
年
は
龍
年
、
今
年
は
「
絆
」
の
字
に
評
さ
れ
る
よ
う
に
災

難
に
よ
っ
て
家
族
の
キ
ズ
ナ
の
大
切
さ
に
気
ず
か
さ
れ
ま
し

た
特
別
な
年
で
し
た
。
何
事
が
あ
っ
て
も
不
動
心
も
以
て
対

処
す
る
心
が
大
事
か
と
思
い
ま
す
。（
Ｏ
・
Ｓ
） 

 
            

平
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十
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十
二
月
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五祖寺の監院さんと共に 

三祖寺にて参拝者の面々 六祖恵能禅師が修行の時の米つき場 

中国禅宗祖跡の参拝一行団（4 月、11 月）

五祖弘忍禅師ミイラ仏 ダルマ禅師が中国にわたる姿 二祖寺に於いて 

青原山にて住職と共に 
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1 メートルある寄贈された天狗面 見事に咲いた廿鉢の蓮の花 

節分会にて 30団体の御輿渡御の皆さん 

カンボジアに新しく建設寄贈された小学校々舎 

菊之丞師匠を囲んでのじぞう寄席役員 

小田原大雄山の修行に入る堀井雅志さん 


